




































































３　 の の擁護 
























































となる．ここで は最初の位置測定でプローブの位置 の読み取り値が 
































































































は，自由粒子に一定の力 が 秒間働いていたときに，その力 を検出する精度を求める
過程で，位置測定の を初めて導入した．１）  よく知られているように，自由粒子に一定
の力 が 秒間働いたとき，働かない場合と比較して，粒子の位置は だけ
変化する．このことから彼らは力 の を，位置測定の である を用い







































































































































　測定直後に と を測定して，それぞれ測定値 ， を得る確率密度は
であるから， の測定誤差 の２乗は 
　　
 （33）
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